
長沼町総合振興計画審議会 教育部会（第 1 回） 議事概要 

 

１．開催日時：令和 2 年 11 月 10 日（火） 10:00 ～ 11:30 

２．開催場所：長沼町役場 3 階 第 1・2・3 会議室 

３．出 席 者：【審議会委員】 

        大橋委員、黒田委員、阪委員、谷川委員、服部委員、水野委員 

【長沼町】 

        学校教育課 桂課長補佐、社会教育課 川辺課長補佐 

       政策推進課 佐藤企画官、山下係長 

４．内  容：計画全般について意見をいただいた後、前期基本計画「５．多様なひとと文化を育むま 

ち」について意見交換を行った。 

５．意見、質問等 

【計画全般】 

（審議会委員） 

前期基本計画の中で「タンチョウも住めるまちづくり」を推進し、地域活性化につなげる旨の記載 

が有るが、オーバーツーリズムを生じさせないためにも、観光客の受入体制や受入環境がきちんと整 

ってからでないと、地域住民に迷惑をかける可能性もあるのではないか。 

また、タンチョウの保護のために使用農薬が規制されるなど、周辺農業者の営農に支障となるよう 

なことはあるべきでないとの意見もある。 

総合振興計画への記載の仕方は、慎重に検討する必要があると考える。 

（事務局） 

  タンチョウも住めるまちづくりの取組みは、取組みの名の通り、タンチョウ「も」ひと「も」住み 

よい環境の中で暮らしていこうというもの。よって、タンチョウの保護に傾注するあまり、地域住民 

の生活や経済活動をおろそかにする類のものではないことをまずご理解いただきたい。 

また、オーバーツーリズムへの懸念に対しては、本年度から、舞鶴遊水地観察施設（鳥の駅マオイ 

トー）と旧舞鶴小学校廃校跡地を活用した観察拠点づくりの整備構想に取組んでおり、今後、受入環 

境、受入れ体制ともに整えていく予定。 

町の施策として取組んでおり、今後も取組みを推進していく以上、総合振興計画に記載することは 

適切であり、記載の仕方について慎重に検討したい。 

（審議会委員） 

  農業については、厳しい規制をするという方向ではなく、タンチョウをシンボルとして長沼町の農 

産物ひいては長沼町自体のクリーンさアピールし、地域振興に繫げられるのではないかと考えている。 

 そのようなイメージで計画内に記載出来ればよいのではないか。 

（審議会委員） 

  町民アンケートの中での「タンチョウも住めるまちづくり」に対する賛否はどうだったか。 

（事務局） 

町民アンケートでは、反対意見は無かったとの認識である。 

また、これまでの活動として、小学校や高校での授業も実施しており、環境教育の目線なども含め 



て記載方法を検討する。 

 

（審議会委員）  

P60 の花いっぱい運動について、少子高齢化が進行する中、今後誰がその役割を担っていくのか。 

現在は、フラワータウン推進協議会が中心となり、各行政区によりボランティア等で活動が継続さ

れているが、町が主体となり実施していくべきものなのではないかとの意見もある。 

（部会長）    

長沼町では、苗代は町が負担し植栽を地域で行っているが、他の自治体では苗も自分たちで調達し

て実施している所もある。花いっぱい運動の取組みを通じて、自分達の家の周りくらいは自分達で管

理しようといった自治意識の醸成や、子ども達への環境教育にも繋がることから、今後もやれる人が

やれる範囲でやっていく、ということが重要だと思う。 

（審議会委員） 

  市街地と比較し農村部では、人口も減り子どもも少なくなっており、活動の維持のためには、組織 

や体制づくりに工夫が必要と思われる。 

 

 

【５．多様なひとと文化を育むまち】 

（１）生涯学習、（２）家庭教育、（３）義務教育の充実 

（審議会委員） 

・昨今の新型コロナウイルス感染症拡大により、生涯学習に係るあらゆるイベントが中止或いは延 

期となってしまっているが、学ぶ人が主人公である生涯学習の機会は今後も作って行く必要があ 

る。 

 ・生涯教育、学校教育、家庭教育といったことが考えられるが、家庭教育の意識醸成が必要、講演会 

や講習会などで啓発を図るという内容はどうか。 

（部会長） 

  生涯教育に価値観を付与すること、自ら学ぶ姿勢を持ってもらうことに期待する。生涯教育につな 

がる家庭教育も合わせ、基礎を育成することが重要と思う。 

（審議委員） 

コミュニティスクール、開かれた学校といわれているが、実際どういったことが考えられているか。 

（部会長） 

 ・コミュニティスクールは地域の学校、地域が学校の運営に強く関わりを持つことが位置づけられて 

いる。 

 ・授業にも地域がかかわっていくもの、しかしながら運営委員会というものがあってそこに課題が出 

てこない限りうまくいかない側面もある、先生、地域の双方が理解を深めていく必要がある。 

 ・学校教育から生涯教育が連綿とつながり、生きる力を養う部分が出るといいと思う。 

 

（部会長） 

小学校統合により何か変わったことはないか。 



（審議会委員）  

・スクールバスの乗車時間が長くなりがち、特に冬場は懸念がある。 

 ・例えば、西長沼の千歳橋に子どもがいると運行距離が延びるのか。 

（学校教育課） 

これまでも路線バス利用による通学児童・生徒には通学費助成をしており、その範疇での対応にな 

るのではないか。 

（審議会委員） 

 ・小中一貫教育に関しては、その時の生徒の人数によって是非が問われる問題かと思われるが、検 

討していくことは必要だと思う。いずれにしても、現存の校舎については老朽化の進行に伴い、 

改築等の検討は必要である。 

・給食無償化に取り組むまちも出てきているが、長沼では高校まで給食を提供しており、より効果を 

出せないか。 

 

（４）高等学校に対する支援 

（審議会委員） 

・道立長沼高校には、陶芸の窯が設置されている。長沼町には芸術家が多くいることから、設立当時 

に窯を設置したようだが、現在は殆ど利用されていないと聞いている。食物調理科単科校である三

笠高校のように特色を打ち出し、例えば芸術に特化した学校にするなど、特色を活かし地域に根差

した学校にしていけば、生徒数も増え、存続の危機から脱却できるのではないだろうか。 

・長沼高校は普通高校なので、どこに特化すれば良いか学校側としても頭を悩ませていると聞いてい 

る。 

（部会長） 

地域から高校がなくなるというのは、とても大きな問題であり、行政としても存続について道に陳 

情するなどし、しっかり残していくことが重要。 

（審議委員） 

・長沼町は農業のまちであるため、近隣の岩見沢農業高校に進学する生徒も多い。農業高校は既に近 

隣にあるので、長沼高校を芸術・文化に特化した学校とすることで、大学や専門学校への進学に繫 

がるキッカケにもなることから、とてもよい発想だと思う。 

 ・町内を運行するスクールバスに長高生も混乗できるようになっており、通学しやすくなった。生徒 

数を増やすには通学のしやすさも重要なポイントなので、千歳市や札幌市から通えるスクール便が 

出来ると良いのではないか。 

・現在は、札幌から長沼高校まで来られるバスは大谷地バスターミナル前からのみである。 

新札幌駅や札幌駅周辺から来られるようになるのは良いが、公共交通機関となると定期代もバカに 

ならない。生徒数を増やすために、スクールバスによって交通費がかからないというのも大きな魅 

力になるのではないか。 

 ・町内を運行しているデマンドバスが、周辺町からの通学生徒を乗せられるようになれば、南幌町や 

由仁町などからももっと生徒を集められるのではないか。 

 



（５）社会教育・社会体育の充実 

（部会長） 

   長沼町はスポーツ活動が盛んである。ひとつの競技に囚われることなく、様々な競技を自由に試 

してみてから、最終的に一つの競技に絞るといった生徒が多い。スポーツ振興に熱心な親が多いと

いうことだと思う。 

 

 

６．総 括 

 ・次回部会時に、本日出された意見等の対応方針を整理し説明する。 

 ・前期基本計画「5.多様なひとと文化を育むまち」については一通り確認し意見をいただいたが、再 

度意見・質問等が有る場合は、次回部会時に確認する。 

 

７．次回部会開催日時 

 ・12 月 8 日（火）10：00～12：00 を予定 

 ・上記で終了しない場合は、12 月 22 日（火）10：00～12：00 を予備日として設定 


